
組み立てる前に梱包内容が全て揃っているか、ご確認ください。※万一不足の部品があった場合は、すぐに購入先へお知らせ下さい。
※組み立て時は、軍手や保護メガネなどの保護具を装着して組み立てて下さい。

JB型　定盤専用台　組立説明図 　JB-501,JB-600,JB-601,JB-750,JB-900,JB-901

ⓐ脚…２本
（ⓑアジャスター付）

ⓒ上横桟…2本

ⓓ下横桟…2本

ⓔ六角ボルト…16本
（M6×15）

ⓕSW…16個
（スプリングワッシャー）

ⓖメガネレンチ…1本
（10×13）

部品明細 2梱包中の 2梱包中の
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組立順序

１ 　の箱から脚ⓐを取り出し、　の箱に入ってい
る上横桟ⓒの金具部分を脚ⓐの上部に図のよ
うに差し込み、六角ボルトⓔとSWⓕで仮止め
して下さい（左右２ヵ所）。もう1本の上横桟ⓒ
も同様に取り付けて下さい。
※この際、脚ⓐが倒れないように気を付けて下
さい。

３ 仮止めした全ての六角ボルトⓔをしっかり締め
付けて下さい。

２ 　の箱から下横桟ⓓを取り出し、脚ⓐの下部の
穴に下横桟ⓓの穴を図のように合わせ、六角ボ
ルトⓔとSWⓕで仮止めして下さい（左右２ヵ
所）。もう1本の下横桟ⓓも同様に取り付けて
下さい。

４ 任意の場所に設置し、アジャスターⓑで水平調
節を行い、脚4本が床面に接地しているのを確
認してから、定盤（別売）を載せてご使用下さい。
※定盤を載せる際、脚ⓐにある四隅の角の内側
に定盤を確実に入れて下さい。
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角

組立式 積載可能定盤寸法
JB-501

寸法 ※( )内は定盤の下面までの高さ
W51０×D510×H725(700)mm W500×D500mm

仕様 均等静止荷重（組立式）　JB-501,JB-600,JB-601,JB-750,JB-900,JB-901　30０kg
均等静止荷重（完成品）　JB-1000,JB-1001,JB-1200　80０kg

完成品 積載可能定盤寸法
JB-1000

寸法 ※( )内は定盤の下面までの高さ
W101０×D760×H700(675)mm W1000×D750mm

JB-600 W61０×D460×H725(700)mm W600×D450mm JB-1001 W101０×D1010×H715(675)mm W1000×D1000mm
JB-601 W61０×D610×H725(700)mm W600×D600mm
JB-750 W76０×D510×H725(700)mm W750×D500mm
JB-900 W91０×D610×H725(700)mm W900×D600mm
JB-901 W91０×D910×H725(700)mm W900×D900mm

JB-1200 W121０×D910×H715(675)mm W1200×D900mm

※JB-1000,JB-1001,JB-1200は完成品のため組立不要

このたびは、ユニオンスチール定盤専用台ＪＢ型をお買い上げ頂き誠にありがとうございます。本製品は、別売の鋳鉄製箱型定盤（機械仕上）を載せ
ることができるため、一般ケガキ作業用として最適です。様々なサイズの定盤専用台を用意しており、定盤の大きさによって選ぶ事ができます。

800kg
300kg

定盤専用台に足をかけたり、
乗ったりしないで下さい。
■

転倒したり、積載物が落下したりして、
怪我をする恐れがあります。

■

用途以外に使用しますと、怪我の原因にな
ります。

組立式　均等静止荷重
完成品　均等静止荷重 表示荷重内であっても、一部に集中荷重をかけないで下さい。

■表示荷重以上の荷重をかけ
ないで下さい。

定盤専用台が破損・変形・転倒し、怪我をす
る恐れがあります。

■ 不安定な場所に設置しない
で下さい。

転倒したり、積載物が落下したりして、怪
我をする恐れがあります。

■ 側面や正面から大きな力
をかけないで下さい。

定盤専用台が破損・変形・転倒し、怪我を
する恐れがあります。

屋外や水のかかる場所に設置せ
ず、また濡れた物を置かないで
下さい。

■ 表示荷重内であっても、一部に
集中荷重をかけないで下さい。

■

定盤専用台にサビが発生しやすくなり、強
度等、品質が著しく低下する恐れがありま
す。

四隅の角の内側に定盤を確実
に入れて下さい。

■

定盤が確実に入っていないと、定盤が落下
して怪我をする恐れがあります。

定盤専用台を改造しないで下さ
い。

定盤専用台が破損・変形し、怪我をする
恐れがあります。

定盤専用台が不安定になり、危険です。また、
思わぬ事故の原因になります。

■

用途以外には使用しないで下さ
い。

※

※

均等静止荷重とは、定盤の表面に均一に荷重をかけた場合に
耐えられる重さの合計量をいいます。

定盤面は必ず水平になるよう、
アジャスターを調節してご使用
下さい。

■

傾いていると定盤専用台が転倒したり、積
載物が落下したりして、怪我をする恐れが
あります。

組み立ては、この組立・取扱説
明書に記載の組立手順に従っ
て下さい。

■

手順を誤ると、組立中に部品が外れたり
倒れたりして、怪我をする恐れがありま
す。

脚部の隙間に指を入れないで下
さい。

■

指が抜けなくなったり、怪我をする恐れがあ
ります。

定盤専用台の桟の端面を素手で
触らないで下さい。

■

鋭利な部分に触れて、怪我をする恐れがあ
ります。

上横桟ⓒの金具
を脚ⓐの中に差
し込む

定盤専用台 JB型



組み立てる前に梱包内容が全て揃っているか、ご確認ください。※万一不足の部品があった場合は、すぐに購入先へお知らせ下さい。
※組み立て時は、軍手や保護メガネなどの保護具を装着して組み立てて下さい。

JB型　定盤専用台　組立説明図 　JB-501,JB-600,JB-601,JB-750,JB-900,JB-901
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ⓔ六角ボルト…16本
（M6×15）

ⓕSW…16個
（スプリングワッシャー）

ⓖメガネレンチ…1本
（10×13）

部品明細 2梱包中の 2梱包中の
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組立順序

１ 　の箱から脚ⓐを取り出し、　の箱に入ってい
る上横桟ⓒの金具部分を脚ⓐの上部に図のよ
うに差し込み、六角ボルトⓔとSWⓕで仮止め
して下さい（左右２ヵ所）。もう1本の上横桟ⓒ
も同様に取り付けて下さい。
※この際、脚ⓐが倒れないように気を付けて下
さい。

３ 仮止めした全ての六角ボルトⓔをしっかり締め
付けて下さい。

２ 　の箱から下横桟ⓓを取り出し、脚ⓐの下部の
穴に下横桟ⓓの穴を図のように合わせ、六角ボ
ルトⓔとSWⓕで仮止めして下さい（左右２ヵ
所）。もう1本の下横桟ⓓも同様に取り付けて
下さい。

４ 任意の場所に設置し、アジャスターⓑで水平調
節を行い、脚4本が床面に接地しているのを確
認してから、定盤（別売）を載せてご使用下さい。
※定盤を載せる際、脚ⓐにある四隅の角の内側
に定盤を確実に入れて下さい。
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組立式 積載可能定盤寸法
JB-501

寸法 ※( )内は定盤の下面までの高さ
W51０×D510×H725(700)mm W500×D500mm

仕様 均等静止荷重（組立式）　JB-501,JB-600,JB-601,JB-750,JB-900,JB-901　30０kg
均等静止荷重（完成品）　JB-1000,JB-1001,JB-1200　80０kg

完成品 積載可能定盤寸法
JB-1000

寸法 ※( )内は定盤の下面までの高さ
W101０×D760×H700(675)mm W1000×D750mm

JB-600 W61０×D460×H725(700)mm W600×D450mm JB-1001 W101０×D1010×H715(675)mm W1000×D1000mm
JB-601 W61０×D610×H725(700)mm W600×D600mm
JB-750 W76０×D510×H725(700)mm W750×D500mm
JB-900 W91０×D610×H725(700)mm W900×D600mm
JB-901 W91０×D910×H725(700)mm W900×D900mm

JB-1200 W121０×D910×H715(675)mm W1200×D900mm

※JB-1000,JB-1001,JB-1200は完成品のため組立不要

このたびは、ユニオンスチール定盤専用台ＪＢ型をお買い上げ頂き誠にありがとうございます。本製品は、別売の鋳鉄製箱型定盤（機械仕上）を載せ
ることができるため、一般ケガキ作業用として最適です。様々なサイズの定盤専用台を用意しており、定盤の大きさによって選ぶ事ができます。

800kg
300kg

定盤専用台に足をかけたり、
乗ったりしないで下さい。
■

転倒したり、積載物が落下したりして、
怪我をする恐れがあります。

■

用途以外に使用しますと、怪我の原因にな
ります。

組立式　均等静止荷重
完成品　均等静止荷重 表示荷重内であっても、一部に集中荷重をかけないで下さい。

■表示荷重以上の荷重をかけ
ないで下さい。

定盤専用台が破損・変形・転倒し、怪我をす
る恐れがあります。

■ 不安定な場所に設置しない
で下さい。

転倒したり、積載物が落下したりして、怪
我をする恐れがあります。

■ 側面や正面から大きな力
をかけないで下さい。

定盤専用台が破損・変形・転倒し、怪我を
する恐れがあります。

屋外や水のかかる場所に設置せ
ず、また濡れた物を置かないで
下さい。

■ 表示荷重内であっても、一部に
集中荷重をかけないで下さい。

■

定盤専用台にサビが発生しやすくなり、強
度等、品質が著しく低下する恐れがありま
す。

四隅の角の内側に定盤を確実
に入れて下さい。

■

定盤が確実に入っていないと、定盤が落下
して怪我をする恐れがあります。

定盤専用台を改造しないで下さ
い。

定盤専用台が破損・変形し、怪我をする
恐れがあります。

定盤専用台が不安定になり、危険です。また、
思わぬ事故の原因になります。

■

用途以外には使用しないで下さ
い。

※

※

均等静止荷重とは、定盤の表面に均一に荷重をかけた場合に
耐えられる重さの合計量をいいます。

定盤面は必ず水平になるよう、
アジャスターを調節してご使用
下さい。

■

傾いていると定盤専用台が転倒したり、積
載物が落下したりして、怪我をする恐れが
あります。

組み立ては、この組立・取扱説
明書に記載の組立手順に従っ
て下さい。

■

手順を誤ると、組立中に部品が外れたり
倒れたりして、怪我をする恐れがありま
す。

脚部の隙間に指を入れないで下
さい。

■

指が抜けなくなったり、怪我をする恐れがあ
ります。

定盤専用台の桟の端面を素手で
触らないで下さい。

■

鋭利な部分に触れて、怪我をする恐れがあ
ります。

上横桟ⓒの金具
を脚ⓐの中に差
し込む

小型バイス作業台 BN-4560型


